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 開  会  

 議  長  本日の出席議員は、１５人につき定足数に達しております。 

 ただ今から、平成２４年第１回筑前町議会臨時会を開会します。 

（９：３０） 

 日程第１  

 議  長  日程第１「会議録署名議員の指名」を、行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１１７条の規定によって、 

１番 山本久矢議員及び３番 桒野光雄議員を、指名します。 

 日程第２  

 議  長  日程第２「会期の決定について」を、議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日８月６日の１日間としたいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日の１日間と決定いたしました。 

 日程第３  

 議  長  日程第３「町長のあいさつ及び提案理由の説明」を、求めます。 

田頭町長 

 町  長  おはようございます。 

 本日は、平成２４年第１回臨時会を招集しましたところ、全員ご出席いただきまし

てありがとうございます。 

 さて、北部九州に甚大な被害をもたらした集中豪雨の後は、節電の夏、酷暑の夏の

日々でございます。本当に自然の厳しさを東日本の被災地を視察した後だけに、より

身にしみるところでもございます。 

 筑前町も７月の集中豪雨災害復旧に向けて、私は８月２日に久留米、朝倉、うきは

市長とともに、国土交通省、農水省を中心に、集中豪雨被害対策について国の積極的

な支援、要望活動を行ってまいりました。 

 農業被害につきましては、本町も含めた激甚災害指定が確定するとのことです。併

せて公共災害についても激甚対象となるように要望してきたところです。 

 本町も１００カ所からの災害箇所の復旧工事に着手しておりますが、迅速に、また、

できるだけ補助対象事業となるよう努力してまいりたいと思います。 

 それでは、本日提案します議案１件の提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第３８号 平成２４年度筑前町一般会計補正予算（第２号）につきましては、

３件の事業に対し、補正額計２３，５３９千円を追加し、補正後の歳入歳出総額をそ

れぞれ１１，６０２，０８４千円とするものです。 

 補正内容としましては、 

・７月１３日から１４日にかけての梅雨前線豪雨による災害に対し、早急に応急処置

しなければならない工事費及び測量設計調査業務委託費  ２０，６００千円 

・消防団による朝倉支部操法大会において、本町消防団第４分団が小型ポンプの部で

優勝したことによる消防操法県大会出場経費  ２，８２６千円 

・第９回全国中学生弓道大会に三輪中学校弓道部から１名出場決定したことによる補

助金 １１３千円 

を追加補正するものです。 

 以上が、本日提案します議案の提案理由です。 

 慎重にご審議をいただき、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして、あいさつ並
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びに提案理由の説明といたします。 

 議  長  町長の提案理由の説明が終わりました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 議案第３８号「平成２４年度筑前町一般会計補正予算（第２号）につい

て」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

財政課長 

 財政課長  おはようございます。 

 臨時議会の議案書をお願いいたしたいと思います。 

２ページをお開きください。 

 議案第３８号「平成２４年度筑前町一般会計補正予算（第２号）について」 

 平成２４年度筑前町一般会計補正予算（第２号）を別冊のとおり提出する。 

 平成２４年８月６日、町長名でございます。  

 別冊の一般会計補正予算（第２号）をお願いいたします。 

 １ページをお開きください。 

 平成２４年度筑前町一般会計補正予算（第２号） 

 平成２４年度筑前町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出の補正でございます。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２３，５３９千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１，６０２，０８４千円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ４ページをお開きいただきたいと思います。 

 事項別明細書の総括でございます。 

 歳入でございますけれども、今回の歳入につきましては、１３款の分担金及び負担

金８４千円、１５款の国庫支出金１，３３４千円、１６款の県支出金５２０千円、２

０款繰越金２０，９６１千円、２１款諸収入の６４０千円、合計の２３，５３９千円

を歳入予算としております。 

 引き続いて５ページでございます。 

 歳出でございますが、８款の消防費に２，８２６千円。財源内訳としまして、特定

財源のその他としまして６４０千円、一般財源２，１８６千円でございます。 

 ９款教育費１１３千円の補正でございます。財源内訳は１１３千円、一般財源でご

ざいます。 

 １０款災害復旧費２０，６００千円。財源内訳でございますが、特定財源が国県支

出金１，８５４千円、その他８４千円、一般財源１８，６６２千円でございます。 

 合計が、補正額２３，５３９千円。財源内訳としまして、特定財源国県支出金１，

８５４千円、その他としまして７２４千円、一般財源２０，９６１千円でございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 歳出の内訳説明を申し上げます。 

 ８款消防費、１項消防費、２目非常備消防費でございます。 

 補正前の額６２，９７７千円、補正額２，８２６千円、計の６５，８０３千円でご

ざいます。 

 節でございますが、９節旅費、費用弁償２００千円、普通旅費３千円、合計の２０

３千円でございますが、これにつきましては、大会に向けて現地での訓練等、団員参

加をいたします。これの費用として、１回当たり５０名の２回を予定をしております。

その経費１人当たり２千円の額でございます。 
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 それから、普通旅費の３千円につきましては、事務担当者の旅費でございまして、

操法等の事前説明会、訓練等の参加旅費を予定をしております。 

 １１節需用費でございます。７７０千円。消耗品１５９千円でございます。内訳は、

手袋、靴、そういったものの消耗品。 

それから、燃料費でございますが、２１千円。自家発電機用のガソリン代でござい

ます。 

 それから、修繕費でございますが、５０千円、ポンプの調整費として見ております。 

 それから、食糧費５４０千円でございますが、結団式並びに大会の報告会兼慰労会

を兼ねて、それから当日の弁当代を兼ねております。１回当たり１２０名分を見てお

ります。 

 １３節委託料でございますが、１，０００千円。操法委託料１，０００千円でござ

います。一応予定としましては、８月９日から９月８日までの期間のうち、２５日間

ほど訓練をするように計画をされております。この部分としまして、毎日２０名の団

員がこれに参加をするということで、１日当たり１人２千円ということで積算をいた

しております。 

 １４節使用料及び賃借料５３８千円でございます。車借上料１３０千円でございま

すが、大型貸切バス２台を予定をしております。 

 操法機材借上料でございますが、照明灯を７基、それから小型動力ポンプ１台、合

せて４０８千円でございます。 

 １８節備品購入費でございます。３１５千円。ホース等の購入費ということで、ホ

ースを６本それからノズル、吸管等の購入費でございます。 

 続いて９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費でございます。 

 補正前の額１２８，８５１千円、今回の補正額１１３千円、合計の１２８，９６４

千円でございまして、１９節負担金補助及び交付金として１１３千円でございます。 

 中学校対外試合等出場費の補助金として１１３千円でございますが、第９回全国中

学校弓道大会が８月２５日から２６日にかけまして、明治神宮武道場で開催をされま

す。これに三輪中の生徒１名、それから引率者１名参加する旅費でございます。 

 続いて１０款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、２目現年発生災害復旧

費、補正前の額５１３千円、補正額９，０００千円、合計９，５１３千円でございま

すが、１３節委託料８，２００千円、測量調査委託料でございます。山家川、曽根田

川の頭首工の調査のための委託料でございます。 

 １５節工事請負費８００千円、これにつきましても山家川頭首工の応急工事の工事

費として８００千円を見ております。 

 ３目林業災害復旧費、補正前の額１１０千円、補正額４，２００千円、合計の４，

３１０千円でございます。 

 １５節工事請負費として４，２００千円でございます。これにつきましては吹田の

林道、これの応急復旧工事費として４，２００千円を見ております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費でございます。 

 ３目現年発生道路橋梁災害復旧費、補正前の額５１３千円、補正額６，０００千円、

合計６，５１３千円でございます。 

 １３節の委託料として４，０００千円、これにつきましては、三箇山それから三並、

それと三並・黒岩・三箇山線、この３路線の測量の委託料として４，０００千円を見

ております。 

 １５節工事請負費２，０００千円、三並・黒岩・三箇山線の応急工事の予算として

２，０００千円を見ております。 
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 ４目現年発生河川災害復旧費、補正前の額３１２千円、補正額１，４００千円、合

計の１，７１２千円でございます。 

 １３節の委託料として１，４００千円、これにつきましては、梅川と三箇山川の測

量調査委託料として１，４００千円を見ております。 

 ６ページを、お願いをいたしたいと思います。 

 歳入でございます。 

 １３款分担金及び負担金、１項分担金、１０目災害復旧費分担金、補正前の額０、

補正額８４千円、合計８４千円でございます。 

 １節農林水産施設災害復旧費分担金でございますが、現年発生農林施設災害復旧事

業費分担金として、山家川頭首工の応急工事に伴います分担金として８４千円でござ

います。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１０目災害復旧費国庫負担金、補正前の額０、

補正額１，３３４千円、合計の１，３３４千円。 

 １節公共土木施設災害復旧費負担金１，３３４千円でございますが、現年発生災害

復旧費負担金として道路分、三並・黒岩・三箇山線の応急工事分の国庫負担金として

１，３３４千円を見ております。 

 １６款県支出金、２項県補助金、１０目災害復旧費県補助金、補正前の額０、補正

額５２０千円、合計５２０千円。 

 １節農林水産施設災害復旧費補助金でございます。５２０千円。 

 現年発生災害復旧補助金としまして、山家川頭首工の応急工事の県費補助金として

５２０千円見ております。 

 ２０款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正前の額１０６，８５８千円、補正額

２０，９６１千円、合計の１２７，８１９千円。 

 １節の前年度繰越金２０，９６１千円、前年繰越金を充てるようにしております。 

 ２１款諸収入、５項雑入、２目雑入、補正前の額１５９，０３６千円、補正額６４

０千円、合計の１５９，６７６千円。 

 ５節の雑入６４０千円、消防団の大会出場に伴います県の消防協会からの出場助成

金が４０千円、それから朝倉支部からの助成金が６００千円、合計の６４０千円を予

定をしておるところでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。  

河内議員 

 河内議員  別冊の一般会計補正予算書の７ページです。 

 １項消防費、２目非常備消防費の中の１８節備品購入費、３１５千円ですが、ホー

ス６本とノズルの購入というご説明でしたが、これは、当初予算に上げるべきではな

かったのではと思うんですが、何で補正で上げたのか、お尋ねします。 

 議  長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 このホースにつきましては、通常のホースは常に備えておかなければならないと。

それとは別に、毎年度購入計画を立てております。 

 この分は、当然、いつ火災があるか分からないから、通常はそのとおり備えておか

なければならなくて、この大会用で一応６本のホース購入を行うけれども、このホー

スにつきましては、毎年度、翌年度以降の計画分で、４分団が２５年と２６年で計画

的に換えるようになっているんですけれども、それにそのまま今回使用したものを充

当させて、節約を行うという計画を立てておるところでございます。以上です。 
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 議  長  他に。 

内堀議員 

 内堀議員  消防費について、質問をいたします。 

 団員の方におかれましては猛暑の中の訓練をされているということで、敬意を表し

たいと思います。 

 質問は、委託料についてですけれども、先ほど操法委託料として、団員の方２０名

に対して２千円ということで支払われるというふうに説明をされたようですけれど

も、操法委託料というのは、指導に当たって、そういうことを指導するための委託料

として上げてあるのではないんでしょうか。 

 議  長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 こちらの委託料につきましては、実際に訓練をする団員の方及びそれをサポートす

る団員に対する委託料ということでございます。 

 したがいまして、毎日２０名、約２０名程度の団員が、それぞれ協力しながら２５

日間訓練を行う、操法の訓練に対する委託料という形をとっているということでござ

います。それを。以上です。 

 議  長  内堀議員 

 内堀議員  分かりましたけれども。 

 そういうことをですね、委託料という項目で上げるのが妥当かというのを思うんで

すけれども。 

 毎年、本当は上がって来ているはずなんですけれども、今回ちょっと目についたん

ですけど、仕分けの仕方でやはりきちんと分けたときに、意味合いが違ってくるんじ

ゃないかなというふうに思うんですけれども、今後ともそういうふうな考え方で進め

られるということですか。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  予算の編成上のことでございますので、私のほうからお答えしたいと思いますけれ

ども。 

 ただ今、議員がご指摘されたことにつきましては、予算の編成の見方、そういった

ものもございますので、それについては研究をさせていただきたいということで、回

答をさせていただきたいと思います。以上でございます。 

 議  長  他にございませんか。 

 これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。  

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。  

 これから、議案第３８号「平成２４年度筑前町一般会計補正予算（第２号）につい

て」を、採決します。 

 議案第３８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第３８号「平成２４年度筑前町一般会計補正予算（第２号）につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

 閉  会  

 議  長  以上をもって、本臨時会に付議された事件の審議は、全部終了いたしました。 

田頭町長 

 田頭町長  お礼を申し上げます。 




